



ユ メ(夢)の 語 源 は,「 イ メ(夢)の 転 」'で・ 「イ は 寝 。 メ は 目。 眠 って い て
見 る もの の意 」 とr岩 波 古 語 辞 典 』 で は説 く・ ま た・r改 訂 新 潮 国語 辞 典 』
で も,「 ゆ め(夢)」 の 項 で 「古 くはイ メ」 と述 べ,「 い め(夢)」 の項 で は,
「寝イ目の 意 か 」 と説 き
,『 日本 語 大 辞 典 』 で も 「寝 目イメの転 とい う」 と説
く。
こ の 古 来 か ら説 か れ て きた 語 源 説 は,同 系 言 語,朝 鮮 語 対 応 語kkum
(夢),満 州 文 語tolg1n(id,〉,女 真 語tolgin(id.),蒙 古 文 語jegUdUn(id.)
な ど と比較 してそ の 祖 形 を 復 元 す る時 ・ 二 つ の 疑 問点 が 生 じ る。 そ の一
は,果 た して,ユ メ(夢 〉な る語 は,イ メ よ りユ メ に転 じた か とい う疑 問 で
あ る。 そ の二 は,ユ メや イ メの語 宋 メは,メ(目 〉か とい う疑 問 で あ る。
以下,こ れ らの疑 問点 を同根 語 と思 え る 「夢 」 の別 称 カベ や ヌ ル タ マ の
語 幹 タマ,ま た,朝 鮮 語kkum(夢)と 比 較 ・考 察 しつ つ,解 明 を進 め た
い。
1、 同 系 言 語 ユ メ(夢)対 応 語
東北 ア ジ ア の同 系 言 語,朝 鮮 語kkum(夢),満 州 文 語to玉gin(id.),女
真語tolgin(id.),蒙 古文 語jegUd誼n(id.)(語 頭 」=dz)な ど か ら見 て,
日本 語 ユ メ(夢 ル)語 頭 が!t1で あ った 可能 性 は極 めて高 い。 朝 鮮 譜kkum
(夢〉は,朝 鮮 語 語 頭 に,一「t/と1幻 の 交替 が あ った と思 え る事 か ら見 て,
一60一
*t△mよ り転 化 した もの と思 わ れ る
。
朝 鮮 語 語 頭!t/が1旬 に転 ず る例 証 を挙 げ れ ぱ,朝 鮮 の代 表 的食 品kim-
chi(キ ムチ)が あ る。 キ ム チ の古形 はtimchAyで,そ の 語頭/t1び 現代
語 で1k/に 転 じた もの で あ る。中期 朝 鮮 語 語 形 にcimch△yも あ る か ら》
timc駄y語 頭1t!が!cノ に転 じ,そ の後1k1に 転 化 した もの と思 われ る。
更 に例 を挙 げ れ ば,MKclrC岡iIれ)>Kkir(id.)ヨMKcirsim(機 織 り)
>kirslm(id.)lMKcim(海 苔)〉Kkim(廻.)lMKcich(羽)>Kkis(id.);
MKchi(舵)>Kkhi(id.)lMK-ci([接 尾 辞]事 〉>K-kま(id.)な どが あ
ろ う。
ま た,こ の転 化 現 象 は朝 鮮 語 方言(KD〉 に も認 め られ る。参 考 まで に,




これ ら中期 朝 鮮 語 か ら現 代 語 への転 化 形,ま た は,方 言 形 は,ど れ も・
後 続 母 音 が1i/で あ る事 と・ そ の転 化 が朝 鮮 語 の歴 史 で は ・最 近 の事 で あ
る の で,朝 鮮 語 聴um(夢)が その祖 形*tAmよ り転 化 した とす る例 証 と
して は,二 重 の 欠 点 が あ る。そ こで,こ の欠 点 を補 う語 例 を挙 げれ ば,MK
to-ch△y(斧)=MKkar(刀)≡MKtgr(髪)=MKkar-Ei(叢);MKtorh
(梁)=MKkar三(篁 ウケ)lMKt△ 一(焼 く)=MKkup一(id・)な ど が あ ろ
うp
これ らの語 例 と中期 朝 鮮 語 語 頚!t,～が 現代 語 で/k、1へ 転 化 した語 例 を傍
証 とす れ ぱ,朝 鮮 語 肱um(夢)が そ の 日朝 祖 形 ㍉Am(夢)よ りの転 化 証
明 の障 害 は消 滅 しよ う。
2.ユ メ と朝 鮮 語kkum(夢)の 対 応
さ て,和 歌 で は,カ ベ(壁 〉をユ メ(夢 〉の異 称 と して用 い た。 平 安 時代 の
武 将 ・歌 人,源 頼 政(1104-1180)の 歌 「うつ つ に もか べ に も同 じ滝 を見 て,
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寝て も さめ て も忘 られ ぬ か な」 に も,そ の用 例 は見 られ る。
カベ(壁)を 夢 の異 称 と した理 由 は,壁 を塗 ヌる を寝 ヌる に か け て,夢 を
カベ(壁)と 言 うと説 かれ て き た(『岩 波 古 語辞 典 』・ 『改 訂 新 潮 国 語辞 典 』 参
照)。 しか しン これ は,カ ベ(夢)な る語 の語源 を,同 音 異 義 語 力べ(壁 〉と語
呂 を合 わ せ て求 め た民 間 語 源 説 と思 われ る。
以 下,日 本 語 ユ メ と朝 鮮 語kkum(夢)が 同根 語 で あ る事 を,日 本 語 と
朝簿 語 の音 素 対 応 証 明 に よ り試 み よ う.朝 鰭 語kkum(夢)の 古 形 は ・ 中
期 朝 鮮 語skum(夢 〉で あ るが,語 頭s・ は異 論 は あ るが接 頭 辞 と考 え られ
るの で,除 外 して,対 応 証 明 を試 み る。 す る と,1)日 本 語 語 頭/y/と 朝
鮮 語 陶 の 対 応,2)日 本 語 語 中!u,/と 朝 鮮 語 弼 の対 底3)日 本 語 語
中!皿1と 朝 鮮 言吾語 末!m1り 対 応,4)目 本 語 語 末/e/と 朝 鮮 語O対 応 の
四つ の 課 題 が あ る。 この 四 課 題 の うち,2)日 本 語 語 中1u/と 朝 鮮 語1uノ
の対応 は,マ ー チ ンの 目 ・朝 対 応 音則[19]が,3)目 本 語 語 中1m,'と 朝
鮮語 語 末,剛 の対 応 は,対 応 音 則[2a】 が,ヰ)日 本 語 語 末/e/と 朝 鮮 語O
対応 は対 応 音 則[16b1が 証 明 を,既 に,済 ませ て い る(SamuelEMartin,
Lex玉calEvidenceRela盛ngKorea航oJapane3e,加 泥9麗9ε,Vo珊2,N・,
21966)。 従 って,1)匿 本 語 語頭!y/'と 朝 鮮 語/kノ の対 応 を証 明 す れ ぱ,以
上の 四課 題 は解 決 す る。 そ こで,以 下,そ の語 例 を挙 げ れ ば,Jyaku(焼
く戸MKkuP一(id.)=MKt△ 一(id・)c£K盆u-i(焼 き魚);Jyana(梁)一MK
kari(笙 ウケ)二}蛋Ktor}1(梁)… ∫yani(月 旨)=kIKkQP(id・)C[nua-kop(目
騒);Jyuku(行 く)=MKka一(id.)Jyulu(言 ふ)=瓢KkAr一(id.);∫
yerabu(選 ぶ);R1Kk・ 、rh△y一(id,〉;Jyubi(指)=kIKkara鼠(id・);Jye
(江)iMKkae(浦 ・港)lJyezui(恐 ろ しい)ikuc一(悪 い)lJyeda(枝)コ
きIKkaci(id,)3Jyoko(横)=R-Kk△ro(id,);Jyome(嫁)=RIKkygcip
(妻)lJyoru([糸 な ど を]よ る)=MKkG一(id.)な ど が あ ろ う。
目本 語 ユ キ(雪)も 慶 尚南 道 方 言yu=n(id・)や(『 増 補 韓 国言 語 辞 典 』p・
32),蒙 古 語qura(id・)か ら見 る と,朝 鮮 語nun(id・ 〉と同根 語 で あ る。ま
た,目 本 語 助 詞 ユ や ヨ リが カ ラ と同 根 語 の可 能 性 が 高 い事 も分 か る。
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以 上 で ユ メ と朝 鮮 語kkum(夢)の 同 根 語 証 明 が成 立 しよ う。
3・ ユ メ(夢)は イ メ よ りの 転 化形 とす る 説 の問 題 点
本 論 冒頭 で,ユ メ(夢)な る語 につ い て の従 来 説 に は,疑 間 点 が2点 あ
る と述 べ た 。 そ の一 は,ユ メ(夢)な る語 が,イ メ(夢)よ り転 じた とす る従
来 説 に対 す る もの で あ る。
確 か に 「夢 」 な る語 は,文 献的 に は,「 上 代 で は必 ず イ メ とい う形 で 現
れ ・.ユメ とい う形 は な か った」(『時 代 別 国 語 大 辞 典 ・上 代 編 』 三 省 堂,
1983,P,1G2)。 た だ,『 万葉 集 』の 紹94番r大 君 の 命 ミコトか しこ み 弓ユミ
の共 》 真 サ寝 ネか渡 らむ長 ナガけ この夜 」(『 万 葉 集 四 』 岩 波 書 店,1962,
PP・432-3)の 歌 は,竹 柏 園 複 製酉 本 願 寺 本 で は 「由美 乃 美仁 」 と ある の
で(ibia・),「 夢 ユミの み1こ」 と取 れ よ う(砿 『時 代 別 国語 大辞 典 ・上 代 編 』,
P.102)。
また,禁 止 の 表 現 と併 せ 用 い られ たr入 の 中言 ナカゴト聞 き こす な ゆ め」
(『萬葉 集.1660)の ユ メは,朝 癬語kkum(夢)に も同様 の表 現 が あ る事 を
考 え併 せ る必 要 が あ る。則 ち,朝 鮮 語 で は,kkum(夢 〉+eto(～ に も〉と打
ち消 しの 言葉 を と も な って,「 決 して ～ しな いコ の 意 味 で 用 い られ る。
更 に,重 要 な事 は,日 本 語 と同系 言 語,朝 鮮 語kkum(夢)の 話 頭 が!t1
か ら1kノ に転 じた と思 え る事 や,満 州 文 語tolgin(ld.),蒙 古 文 語je鮮dUn
(id、)な どの語 を基 に,当 語 の 日 ・朝 祖 形*tAmを 復 元 す る と,目 本 語
イ メ(夢)よ リユ メの 転 化 は不 可 能 で あ ろ う。 そ して ・ 日 ・朝 祖 形*tAm
か らイ メ(夢)へ の 語 形 転 化 は*tAm(夢)>Jyum玉>yume>imeと 辿 れ
るじ
「夢 」 の別 称 ヌル タ マ は 「寝 ヌる霊 タマ」 と解 され て い るが
,「 夢 」 の 目 ・
朝 祖 形 が 零t・、mと 復 元 され る臨 ヌ ル タ マ も,「 寝 る夢 タマ」 と解 せ られ
る。 そ して・ ネ(寝)と そ の 尊 敬語 ナ ・シ ・ 中期 朝 鮮 語cam一(寝 る)を 考
慮 す る と・ 日 ・朝祖 形 寧tAm(夢)が 同根 派 生 した よ うに思 え て くる。
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4、 ユメ(夢)の 語 末 メ は名 詞 接 尾 辞
国 語 辞 典 で 見 る ユ メ(夢)の 語源 従来 説 は,ユ メ(夢)は 古 形 イ メか らの転
化形 で 「イ は寝,メ は 臥 眠 って い て 見 る もの の意 」 と説 か れ て い る(『岩
波古 語 辞 典 』)。
こ の語源 説 は,同 系 言語,朝 鮮 語 の対 応 語 蝕um(夢)と 比 較 して その
語 源 を求 め る時,大 きな疑 問点 が あ る.則 ち,朝 鮮 語kkum(夢)で は動
詞 甑u一(夢 を見 る)が あ 窮 また,名 詞 接 尾 辞 に 一mが あ る点 で あ る。.
その 例 を拳 げ れ ば,MKus一(笑 う)>MKuzum(笑 い);MKtu一(置 く)
>MKtum(置 き)lMK血it一 散 らす>MKkithum(散 ら し)な どが あ
る(李 崇 寧 『国 語造 語 論 攻 』 乙酉 文 化 社,1961,P,57-8)。 朝 鮮 語 で は,こ
の接 尾 辞 は用 言 を名 詞 転 成 す る に用 い られ る 。 例 え ば,動 詞kko一([糸 な
どを]よ る)を 名 詞 化 す る に は,こ の接 尾 辞 一mを 付 け てkkomと す れ ば
よい,
日本 語 で も,目同根 と思 わ れ る名 詞 接 尾 辞 が あ る。 以 下,ユ メ(夢)の 語 末
メが名 詞 接 尾 辞 で あ る事 を証 明す る た め7そ の語 例 を挙 げ れ ば,Lato-me
(跡目)12,0tシme(落 ち 目)13,kusame(嘘)14潅ubome(窪 目);5・togame
(饗)…6,fagisime(歯 軋)17、fa訟me(狭 目)18、yaku-me(役 目)な どが あ
る。
上 古 東 国 言 語 で,ユ メ(夢)を ユ ミ と 言 った と思 わ れ る 如 く(『万 葉 集 』
4394参 照),名 詞 接 尾辞 メ には ミの語 形 もあ る 。 上 例 の3.kusユme(薩);
4.kubome(窪 目)を それ ぞれ ク シ ャ ミ,ク ボ ミ と もい うの はそ の為 で あ
る し,そ の語 例 に は,ヌ カル ミ(泥 檸 〉,ヌ ク ミ(温 み),ニ クシ ミ(憎 しみ)な
どを挙 げ る事 が で き る。
た だ し・ 上 例 の トガ メ(餐)や ・ ヌ ク ミ(温 み 〉は・ 動 詞 形 が 一muで 終 わ
るの で,サ ダ メ(定 め),シ メ(標),モ ミ(揉 み),ナ ヤ ミ(悩 み)と と も に,別
の類 型 の名 詞 接 尾 辞 が考 え られ るか も知 れ な い。
以 上 の 理 由 で,ユ メ(夢)の 語 源 従来 説 「寝イ目メ」 の メ を,メ(目)と す
るに は問 題 が あ ろ う。
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5.お わ りに
本 論 で は,ユ メ(夢)の 語 源 がイ メ(夢)の 転 蔦 ユ メ の語 末 メ は 目 とす る
従 来 説 に は間 題 が あ る と思 える事 を指 摘 した 。 そ して従 来 説,ユ メが イ メ
か らの転 化 した とす る説 には無理 が あ 窮 イ メ は ユ メ か ら転 化 した と考 え
ら る 旨述 べ た 。
則 ち,目 ・朝 祖 形*tAm(夢)か ら朝 鮮 語 で は そ の語 頭 が/t1>1c!>1k,1
と転 化 し,日 本 語 で は κ,!>ノy/>斑 転 化 が あ った事 の証 明 を試 み た。 目本
語 で も,ノ亡/>1匂 転 化 は,連 体助 詞 ガ とツ,カ ブ リとツ ブ リ(頭),カ ヅ ラ と
ツ ヅ ラ(蔓),カ ヒ(貝),と ツ ビ(海螺),ク ヒ(食)と タベ(食),グ イ(野 バ ラ)
と トゲ(刺 〉,在 処 ア卿 住 処 スミ丈の カ(処)と 隠 処 コモ跡 の ト(処),カ ル(刈 〉
と タツ(断)な どに認 め られ よ う,ま た・助 詞 ～ カ ラ と～ ヨ リも(金 思 樺 『古
代 朝 鮮 語 と日本 語 』 六 興 出版,昭 和56年,PP,266-9参 照),こ の 一例 で,
それ ら を繋 ぐ語*to-roの 存 在 が推 定 され る。
沖 縄 方 言 で は,,一一t/>1k1転 化 の逆 も認 め られ る。 キ モ(肝 〉,ム ギ(麦)を,
チ モ,ム ヂ と発 音 す る のが そ れ で あ る 。 朝 鮮 語 で も,中 期 朝 鮮 語kor(小
川 ・溝 〉と現 代 語tor閃(溝)の 語例 に同様 の逆 転 化 が 認 め られ る 。 だ か ら
と言 って も,日 本 語 イ メ(夢)〉 ユ メ転 化 説 は,ア ル タイ語 比 較 を学 ぶ もの
に は,受 け入 れ 難 い し,日 ・朝復 元 祖 形*tAm(夢)か らイ メ(id.),そ れ
か ら,ユ メ(三d.〉 へ と転 化 証 明 ず る には 無 理 が あ ろ う。
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